
▲平成26年度に取り壊された只見総合開発センター

▲只見振興センターは、只見総合開発センターと同じ場所に
　建設されます

　

別
築
決
定
後
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
の
基
本

構
想
策
定
の
た
め
、
町
民
や
関
係
者
等
と
意
見

交
換
会
を
繰
り
返
し
、
更
に
は
只
見
振
興
セ
ン
タ

ー
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
具
体
的
な
基

本
構
想
の
取
り
ま
と
め
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
基

本
設
計
・
実
施
設
計
を
経
て
、
地
盤
改
良
・
本
体

工
事
を
美
馬
建
設
㈱
、
電
気
工
事
を
㈲
本
多
電

気
工
事
店
、
設
計
監
理
を
㈱
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究

所
に
各
々
委
託
契
約
し
て
い
ま
す
。

　

只
見
地
区
セ
ン
タ
ー（
現
・
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
）

が
設
置
さ
れ
て
い
た
只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、

只
見
地
区
に
お
け
る
産
業
基
盤
と
生
活
環
境
の
向

上
な
ど
を
目
的
に
、地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
昭

和
46
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
後
は
、
町
を
あ
げ
て
の
文
化
祭
や
結
婚

式
会
場
、
各
種
催
し
物
会
場
な
ど
交
流
の
場
等

と
し
て
も
広
く
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
に
よ
り
、
耐
震

性
が
低
い
こ
と
が
判
明
し
、
建
物
の
補
強
や
新

築
工
事
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
解
体
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
建
物
が
更
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
た

め
、
同
年
５
月
に
活
動
の
拠
点
を
旧
只
見
中
学

校
に
移
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
役
場
庁
舎
と
の
合
築
な
ど
も
検
討

し
ま
し
た
が
、
多
く
の
町
民
か
ら
別
築
に
つ
い

て
強
い
要
望
が
あ
り
、
平
成
25
年
10
月
に
役
場

庁
舎
と
は
別
築
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
！

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
新
築
事
業

新
築
の
背
景
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◆構　造
　木造２階建
　（建物の一部に町産材を使用）

◆床面積
　（１F）741.94㎡
　（２F）257.61㎡
　 合 計 999.55㎡（※本棟の面積）

◆工　期
　H28年6月20日
～H29年3月31日

◆工事費（地盤改良工事・本体・電気）
　約530,000,000円

◆設計監理
　㈱環境システム研究所

◆工事施工
　・美馬建設㈱
　・㈲本多電気工事店

只見振興センターの特徴

 建設の概要 

１．地域のお茶の間や住民の活動拠点となるよう、１Fにコーヒーブレイクが気軽にできる
土間（多目的スペース）を設置し、老若男女を問わず気兼ねなく集える空間を設けます。

　
２．コンパクトな施設でありながら、地域住民の避難場所として安心して使用できるよう機
能を充実します。

　
３．町の林業の振興を図るために、町産材（スギ・カラマツ）を建築材料に活用します。


